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重
点
港
湾
青
森
港
の
整
備
促
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書

自
公
政
権
時
の
平
成
二
十
年
に
、
東
ア
ジ
ア
等
諸
地
域
と
の
交
流
を
深
め
つ
つ
、
我
が
国
の
国
土
構
造
が
自
立
的
に
発
展
し

転
換
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
国
土
形
成
計
画
」
を
策
定
し
た
。
し
か
し
、
本
州
と
北
海
道
間
の
大
動
脈
と
し
て
、
交
通
及

び
物
資
流
通
の
重
要
な
拠
点
港
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
青
森
港
は
、
先
頃
、
国
か
ら
「
重
点
港
湾
」
に
選
定
さ
れ
、

本
年
十
二
月
四
日
の
東
北
新
幹
線
新
青
森
駅
開
業
に
よ
り
、
経
済
、
産
業
、
観
光
振
興
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

も
の
の
、
未
だ
不
十
分
な
面
が
多
く
整
備
が
進
展
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

人
や
物
の
玄
関
た
る
港
が
持
つ
有
効
資
源
や
多
面
的
機
能
を
最
大
限
に
活
用
し
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
含
め
た
港
湾
施
設
の

整
備
拡
充
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

地
域
住
民
の
利
便
性
の
向
上
と
均
衡
あ
る
国
土
発
展
の
た
め
に
、
港
湾
関
係
予
算
の
確
保
は
必
須
と
考
え
る
が
、
現
状
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
青
森
港
湾
内
に
お
け
る
船
舶
の
安
全
な
航
行
、
静
穏
水
域
確
保
の
た
め
に
は
、
「
沖
館
地
区
東
・
西
防
波

堤
」
「
油
川
地
区
第
一
北
防
波
堤
」
の
早
期
完
成
が
必
須
と
考
え
る
が
、
完
成
の
目
標
年
次
を
示
さ
れ
た
い
。

一



三

青
森
港
は
本
州
と
北
海
道
と
の
大
動
脈
は
言
う
に
及
ば
ず
、
国
内
外
か
ら
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る
拠
点
港
で
あ
り
、
東

北
新
幹
線
全
線
開
業
も
待
た
れ
る
中
、
港
湾
の
果
た
す
役
割
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
同
港
に
対
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
計
画
で
、
ど
の
く
ら
い
の
整
備
率
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見

解
如
何
。

四

全
国
の
港
湾
整
備
に
向
け
て
、
国
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
計
画
で
、
ど
の
く
ら
い
の
整
備
率
を
目
指
す
の
か
、
菅
内
閣

の
見
解
如
何
。

五

国
と
し
て
今
後
の
「
国
土
形
成
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


